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12月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口43,682人（+68）　男21,886人（+42）　女21,796人（+26）・世帯数15,126世帯（+53）

機織り実演コーナー

ステージ発表（舞踊）

つるしかざりの展示

ステージ発表（大正琴）

　第３回つくばみらい市文化祭が11月１日と２日の２日間、きらくやまふれあいの丘と谷和原公
民館を会場として盛大に行われました。
　今回は、「第23回国民文化祭・いばらき2008」の協賛事業を兼ねて行われ、市内文化団体によ
る日ごろの練習の成果を十分に発揮したステージ発表や、心を込めて製作した作品展示のほか、
市内小中学生の絵画も展示され、たくさんの来場者でにぎわいました。

“参加しよう　楽しみ　ふれあう　文化祭”
　～ 2008年つくばみらい市文化祭テーマ ～
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　　◆ ◆ 第 ３ 回 た こ あ げ 大 会 参 加 者 募 集 ◆ ◆ 　
●日時　平成21年１月25日㈰
　　午前10時30分～午後１時30分
　　※雨天などの場合は、２月１日㈰に延期

●会場　市総合運動公園（多目的広場）

●参加資格　どなたでも参加自由（「たこ」は自作・市販
　　　　　　は問いませんが、審査の対象となるのは、
　　　　　　自作の「たこ」だけです。）
☆ 参加者全員に参加賞をプレゼント ☆
　当日会場では、体の温まる汁物などの無料サービスや「日本の凧

たこ

の会」の

みなさんによる「たこあげデモンストレーション」が行われます。

　今年も多くの方々の参加をお待ちしています。                           　　
　　　つくばみらい市観光協会（谷和原庁舎産業政策課内）
　　　　☎ 58‐２１１１（内線８１４１）

大 空 高 く 　 舞 い 上 が れ！

　
　

Ｔ
Ｘ
ま
つ
り
２
０
０
８

　

11
月
1
日
、
総
合
基
地
（
筒
戸
）
に
お
い

て
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
当
日
は
、
約
７
０
０
０

人
が
来
場
し
、
多
く
の
親
子
連
れ
を
中
心
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

7
月
に
増
強
さ
れ
た
車
輌
に
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
を
付
け
た
展
示
車
輌
で
は
、
た
く
さ
ん
の

ち
び
っ
子
た
ち
が
車
内
見
学
を
楽
し
み
、
外

で
は
、
大
勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
、
車
輌
を
カ

メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
検
車
庫
の
中
で
は
、
ふ
だ
ん
は

見
ら
れ
な
い
電
車
の
床
下
見
学
が
行
わ
れ
、

み
ん
な
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
外
の

会
場
で
は
、
沿
線
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
、
各
鉄
道

会
社
の
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
ど
の

ブ
ー
ス
も
盛
況
ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

電車って大きいね！

問

楽

し

い

イ

ベ

ン

ト

で

大

に

ぎ

わ

い
！

つくばみらい市商工祭、盛大に開催

　

市
商
工
会
主
催
の
「
つ
く
ば
み
ら
い
市

商
工
祭
」
が
11
月
１
日
、
谷
和
原
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来場者を熱くさせた上棟式

　

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ
た

当
日
は
、
模
擬
店
で
の
地
元
名
産

品
の
販
売
や
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
当

た
る
抽
選
会
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
し
た

方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
上
棟
式
は
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
、
大
人
も
子
ど
も
も

棟
か
ら
ま
か
れ
る
丸
も
ち
や
、
駄
菓

子
を
受
け
取
る
た
め
に
夢
中
に
な
っ
て
い

る
姿
は
、
昔
な
が
ら
の
「
建
て
前
」
を
思

い
起
こ
さ
せ
、
懐
か
し
い
光
景
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
と
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を

推
進
す
る
た
め
に
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
を
普
及
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
60
歳
以
上
（
50
歳

以
上
も
可
）
で
常
勤
の
職
業
に
つ

い
て
い
な
い
方
で
あ
れ
ば
、 

受
講

す
る
こ
と
が
で
き
、
認
定
後
は
地

域
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
の
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、「
生
き
活
き
ク
ラ
ブ
」「
知
っ

て
納
得　

や
っ
て
満
足　

お
手
軽

出
前
講
座
」
な
ど
の
他
、 

皆
さ
ま

の
地
域
に
も
積
極
的
に
出
向
い
て

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
の
中
で
な
さ
れ
る
障

害
学
・
動
作
学
の
立
場
か
ら
組
み

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
で

す
。
生
活
動
作
を
楽
に
し
た
り
、

筋
力
を
つ
け
た
り
、
体
の
柔
軟
性

を
高
め
る
こ
と
で
、
肩
こ
り
・
腰

痛
・
膝
痛
・
転
倒
な
ど
を
予
防
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
予
防
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
の
中
で

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
と
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
が
共
催
し
て
、
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
３
級
養
成
講
習
会
が
８
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
た
修
了
式
で
は
、

受
講
者
18
人
に
修
了
証
書
が
一
人
ひ
と
り
手
渡
さ
れ
、
緊
張
と
意
欲
に

あ
ふ
れ
た
表
情
で
受
け
取
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

 
    ◆ 安心をつくる生垣づくり ◆

～　ガーデンセミナー開催　～
　

11
月
15
日
、
み
ら
い
平
地

区
の
市
民
を
対
象
に
、
陽
光

台
集
会
所
に
お
い
て
「
第
２

回
ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
奈
・
谷
和
原

丘
陵
部
ま
ち
づ
く

り
推
進
連
絡
協
議

会
が
主
催
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
回

目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
み
ら
い
平
ひ
と

ま
ち
ネ
ッ
ト
よ
り

講
師
を
迎
え
、
防

犯
に
効
果
の
あ
る
生
垣
の
剪せ
ん

定て
い

に
つ
い
て
の
講
習
と
、
花

の
寄
せ
植
え
体
験
が
行
わ

れ
、
40
人
を
超
え
る
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
講
師
か
ら
の

説
明
や
指
導
を
熱
心
に
受
け

て
い
ま
し
た
。

生垣の剪定方法を学ぶ参加者

は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
専
門
職
・

行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
介
護
予

防
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
３
級
養
成
講
習
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
、
受
講
し
て
い
た

だ
き
、
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

今後の皆さんの活躍に期待します

◆ 問い合わせ先
　　伊奈庁舎介護福祉課
　　☎ 58 ‐2111（内線1172）       

　

シ 

ニ 

ア 

対 

象
・
谷 

和 

原 

公 

民 

館 

講 

座 

　
　

    

交
通
安
全
教
室
・
映
画
会
・
音
楽
会
を
開
催  

 

　

11
月
19
日
、
谷
和
原
公
民
館
に
お

い
て
、
60
歳
以
上
の
市
民
の
方
を
対

象
に
、「
交
通
安
全
教
室
」、「
映
画
上

映
会
」、「
音
楽
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
３
０
人
の
参
加
者

が
あ
り
、 

警
察
官
に
よ
る
、
人
形
を

使
っ
た
腹
話
術
で
の
交
通
安
全
講
話

で
楽
し
み
な
が
ら
も
、
交
通
安
全
の

再
認
識
を
し
、そ
の
後
に
、映
画
「
母

べ
え
」
に
感
動
し
涙
し
ま
し
た
。
午

後
に
は
、
懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー

ド
と
題
し
歌
謡
曲
な
ど
を
聴
き
な
が

ら
、
懐
か
し
い
時
代
の
思
い
出
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

腹話術で交通安全を再認識

 
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

　　
　
　
　

     

18
人
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
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     東
小
学
校
創
立
50
周
年

　

昭
和
33
年
に
、
新
校
舎
１
棟
に
児
童
１
５
３
人
を
迎
え
、
伊
奈
村
立
東
小

学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
50
年
の
歳
月
が
流
れ
、
11
月
８
日
に
、
創
立
50
周
年
記
念
式

典
が
、
歴
代
の
校
長
先
生
や
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の
出
席
に
よ
り
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
こ
の
式
典
に
は
、「
何

か
記
念
に
な
る
物
を
」
と
い
う

こ
と
で
、
式
典
委
員
の
方
々
が

「
記
念
オ
ブ
ジ
ェ
」
を
発
案
し
、

式
典
を
盛
り
上
げ
よ
う
と　

準

備
か
ら
最
後
の
後
片
付
け
ま
で

多
く
の
日
数
と
人
手
を
か
け
努

力
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
職
員

も
オ
ブ
ジ
ェ
づ
く
り
に

参
加
し
、
式
典
会
場
を

華
や
か
に
飾
り
、
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
来
場
さ
れ
た

方
全
員
に
、
紅
白
も
ち

を
作
っ
て
配
布
し
て
く

れ
た
り
と
地
域
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
体
制
が

発
揮
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

第
１
部
の
式
典
に
続
き
第
２

部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

児
童
発
表
が
あ
り
、
司
会
進
行

も
子
ど
も
た
ち
が
務
め
、「
Ａ
Ｚ

Ｕ
Ｍ
Ａ
ソ
ー
ラ
ン
２
０
０
８
」

の
踊
り
や
「
泣
い
た
赤
鬼
」
の

迫力ある踊りを披露しました

　　盛大に開催された、記念式典

　
◆◆『三世代交流会』が開催されました ◆◆

　

東
小
学
校
恒
例
の
「
三
世
代
交
流

会
」
が
11
月
8
日
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
祖
父
母
・
親
・
地
域

の
人
た
ち
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
を

通
し
て
、「
発
見
」「
感
動
」「
喜
び
」「
大

人
の
人
た
ち
を
尊
敬
す
る
」
な
ど
の

心
を
育
て
る
こ
と
、
ま
た
、「
お
互
い

助
け
合
っ
た
り
、
教
え
合
っ
た
り
す

る
な
ど
の
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て

生
活
し
よ
う
と
す
る
態
度
」
を
育
て

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

会
は
、
そ
ば
打
ち
が
メ
イ
ン
の
活

動
に
な
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
方
は
か

ま
ど
で
火
守
り
を
し
、
子
ど
も
た
ち

と
地
域
の
指
導
者
の
方
が
そ
ば
打
ち

を
し
て
、
お
母
さ
ん
方
が
て
ん
ぷ
ら

や
か
き
揚
げ
を
作
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
そ
ば
打
ち
は
手
慣

れ
た
も
の
で
、
ス
イ
ス
イ
と
工
程
を

こ
な
す
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
そ
ば
は
絶
品
で
、
子
ど

も
た
ち
の
中
に
は
、
４
杯
も
お
か
わ

り
を
す
る
子
も
い
ま
し
た
。　

　みんなで協力して作ってます

学校給食センター施設見学・試食会を開催します
　平成21年１月24日㈯から30日㈮は、全国学校給食週
間です。この週間中の行事として、市でも市民の皆さまに

学校給食への理解と関心を深めてもらうため、各学校給

食センターにおいて施設見学および試食会を開催します。

　ぜひ、ご参加ください。

▼日時＝平成21年１月28日㈬　
　　　　午前10時30分～午後０時30分
▼会場＝伊奈学校給食センター、谷和原学校給食センター

▼対象＝市内在住の方

▼申し込み開始＝12月25日㈭から
▼定員　伊奈学校給食センター＝25人

　　　　谷和原学校給食センター＝15人

※定員になり次第締め切ります。

▼費用＝２４０円

▼献立＝麦ご飯、牛乳、鮭の黄金焼き、ゆかりあえ、　

　田舎汁、デザート

　　　伊奈学校給食センター　　☎５８‐５７０１
　　　　　　　　　　　　　　　℻５８‐５４９２
　　　谷和原学校給食センター　☎５２‐２３３８
　　　　　　　　　　　　　　　℻５２‐２０３６

申 問

演
劇
な
ど
を
披
露
し
、
71
人
の

児
童
み
ん
な
が
主
役
と
な
っ
た

第
２
部
で
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
大
き
な
拍

手
と
大
歓
声
が
あ
が
り
、
地
域

に
見
守
ら
れ
た
東
小
学
校
な
ら

で
は
の
心
温
ま
る
式
典
と
な
り

ま
し
た
。　
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◎募集職種＝保育士（資格取得者および資格
取得見込み者）
▼勤務内容＝児童の保育
▼募集人員＝12人
▼ 受験資格＝満50歳以下の方（平成21年　
４月１日現在）

▼ 勤務時間＝午前７時30分～午後７時（内　
７時間勤務）※時間外勤務有り

▼雇用期間＝平成21年４月１日～平成22　
　年３月31日
▼勤務場所＝市内各保育所
▼時給＝９３０円　※通勤手当別途支給
◎募集職種＝短時間保育士（資格取得者およ
び資格取得見込み者）
▼勤務内容＝児童の延長保育
▼募集人員＝４人
▼受験資格＝満60歳以下の方（平成21年　
　４月１日現在）
▼勤務時間
　午後４時～７時（２人）
　午後５時～７時（１人）
　午前７時30分～９時30分および午後４時
　～７時（１人）
▼雇用期間＝平成21年４月１日～平成22年
　３月31日
▼勤務場所＝市内各保育所
▼時給＝９３０円　※通勤手当別途支給
※申込期間はいずれも12月19日㈮～平成 21
　年１月30日㈮
　午前９時～午後５時
　面接試験については、申し込み受付終了後、
　後日連絡します。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　

児童福祉課　☎58-2111（内線1160）申 問

遊
び
に
お
い
で
よ
！

　
　

   
﹃
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
﹄

　

市
立
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
知
識
、
経
験
、
技
術
な
ど
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
提
供
し

て
、
保
護
者
の
方
の
子
育
て
に
対
す

る
負
担
や
不
安
な
ど
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
、「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
６
カ
所
の
市
立
保
育
所
が
、

そ
れ
ぞ
れ
内
容
と
日
程
を
決
め
て
、

同
年
齢
の
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
で
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
遊
ば

活動予定（10月～ 12月） ●参加対象　出産前後の妊産婦および就学前の乳幼児とその保護者

せ
方
や
か
か
わ
り
方
を
知
る
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
あ
わ

せ
て
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や
悩
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
語
り
合
う
保
護

者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
保
育

園
の
園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

※
ご
利
用
に
な
り
た
い
保
育
所
に
、           

　

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

◆ 

◆ 

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す 

◆ 

◆ 

　　　　　　　  月・活動時間

保育所・申し込み先
１　　月

午前９時30分～ 11時
２　　月

午前９時30分～ 11時
３　　月

午前９時30分～ 11時

伊奈第１保育所
　山王新田1253(☎58-2422)

22日(木)
交通安全教室

３日(火)
元気に豆まき

4日(水)
ふれあいあそび　外あそび

伊奈第２保育所
 　小張4705(☎58-1025)

14日(水)
手あそび　ぺープサート（紙人形劇）

17日(火)
お母さんと一緒におひなさま作り

伊奈第３保育所
長渡呂新田715(☎58-1597)

14日(水)
読み聞かせおたのしみ

18日(水)
ふれあいあそび　お母さんといっぱいあそぼう

伊奈第４保育所
　狸穴1072-14(☎58-6002)

13日(火)
たこであそぼう

10日(火)
手あそび　ふれあいあそび

10日(火)
一緒にさんぽ

谷和原第１保育所
仁左衛門新田641(☎52-2100)

14日(水)
一緒に踊ろう

10日(火)
みんなであそぼう

谷和原第２保育所
　小絹415(☎52-4217)

21日(水)
パネルシアター

12日(木)
体操・リズム

活動予定（１月～３月） ●参加対象　出産前後の妊産婦および就学前の乳幼児とその保護者

保 育 所 嘱 託 職 員 募 集 します

･･･

お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ･･･

　
『
ね
ぇ
、
見
て
あ
の
パ
ン
お
い
し
そ
ー
』
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″
撮
影
の
拠
点
“
ワ
ー
プ
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
江
戸
の
利
用
状
況

　

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
整
備

構
想
の
第
１
期
事
業
と
し
て
、
伝

統
文
化
と
先
鋭
技
術
が
融
合
し
、

遊
ん
で
学
べ
る
歴
史
公
園
的
機
能

や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
親
し
み
実

際
に
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
学
・
遊
・
憩
」
の
要
素
を
兼
ね

備
え
た
多
機
能
型
の
施
設
と
し

て
、
茨
城
県
、
市
お
よ
び
民
間

企
業
が
出
資
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー

「
㈱
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
つ
く
ば
」

が
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
㈱
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

つ
く
ば
」の
経
営
破
た
ん
に
よ
り
、

平
成
14
年
10
月
か
ら
茨
城
県
開
発

公
社
へ
経
営
が
移
り
、
現
在
、
撮

影
に
特
化
し
た
施
設
と
し
て
、
一

般
公
開
を
行
い
な
が
ら
、
映
画
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

撮
影
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
の
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
江
戸
オ
ー
プ
ン
以
来
、市
内
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
時
代
劇
・
現
代
劇
・
映

画
・
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
撮
影
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
撮
影
効
果
は
、
時
代
劇
・
現

主な撮影作品名

　NHK大河ドラマ　葵～徳川三代　他

　NHK金曜時代劇　逃亡　他

　NHK大河ドラマ　武蔵　他

　NHK大河ドラマ　新撰組　他

　映画　忍　ＳＨＩＮＯＢＩ　他　

　映画　あかね空　他

　NHK大河ドラマ　風林火山　他

　NHK大河ドラマ　篤姫　他

撮影日数

          17日

          52日

          74日

          80日

          95日

        136日

        103日

        134日

        691日

作品数

　　8作品

　  10作品

      16作品

      25作品

      31作品

         8作品

         8作品

         8作品

　114作品

年　　度

　平成12年度 

　平成13年度 

　平成14年度 

　平成15年度 

　平成16年度 

　平成17年度 

　平成18年度 

　平成19年度 

合　　計

資料：茨城県、茨城県開発公社

ワープステーション江戸での撮影状況
代
劇
・
映
画
な
ど
で
あ
れ
ば
、
撮

影
協
力
と
い
う
形
で
市
の
名
前
な
ど

が
、
字
幕
で
紹
介
さ
れ
、
市
の
Ｐ
Ｒ

効
果
や
集
客
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
行
わ
れ
る
映
画
な

ど
の
撮
影
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
の

出
演
や
、
撮
影
の
お
手
伝
い
を
す
る

『
つ
く
ば
み
ら
い
市
エ
キ
ス
ト
ラ
の

会
』が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ワ
ー

プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
は
、
エ
キ
ス

ト
ラ
の
会
の
会
員
同
士
の
交
流
や
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
、
市
民
交
流
の

場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
の
効
果

       　茨城県内でのロケ地ＢＥＳＴ５
    　　　　    （いばらきフイルムコミッションより）
　  茨城県内では300カ所以上で映画などの撮影が行われてき
  ました。その中で、ワープステーション江戸が回数（作品数）
  で県内ロケ地の１位となっております。
　 １位　ワープステーション江戸（つくばみらい市）
　 ２位　茨城県庁三の丸庁舎（水戸市）
　 ３位　坂野家住宅（常総市）
　 ４位　つくば国際会議場（つくば市）
     ５位　旧上岡小学校（大子町）

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
の
い
ま

撮
影
の
様
子

　

現
在
、
県
お
よ
び
市
で
は
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
周
辺
地
域

へ
の
企
業
誘
致
や
そ
の
た
め
の
整
備
手
法
な
ど
、
こ
の
地
域
の
振
興
施

策
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

11
月
広
報
で
は
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
整
備
構
想
の
こ
れ
ま
で
と

今
後
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、こ
の
整
備
構
想
に
よ
っ

て
整
備
さ
れ
た
「
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
」
の
利
用
状
況
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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第
３
回
（
平
成
21
年
１
月
15
日
発   

行
）
の
掲
載
予
定
内
容････

   

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
整
備
構

想
の
先
導
事
業
へ
の
投
資
状
況
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
は
、
旧
伊
奈
町

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
平

成
11
年
に
大
河
ド
ラ
マ
の
撮
影
に
エ

キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
徐
々
に
組
織

が
形
成
さ
れ
、
現
在
の
つ
く
ば
み
ら

い
市
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
と
な
り
ま
し

　

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
や
市

内
で
撮
影
さ
れ
る
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
な
ど
の
撮
影
に
協
力
す
る
た
め

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
は
結
成
さ
れ
、
現

在
、
会
員
数
は
１
０
０
０
人
以
上
を

数
え
市
内
外
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ま
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
胸
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ワ
ー
プ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
江
戸
の
草
刈
り
を
し
た
り
し

主な作品名

　NHK大河ドラマ　葵～徳川三代　他

　NHK時代劇ロマン　柳橋慕情　他

　NHK大河ドラマ　利家とまつ　他

　映画　壬生義士伝　他

　NHK金曜時代劇　蝉しぐれ　他

　映画　血と骨　他

　NHK大河ドラマ　功名が辻　他

　NHK時代劇　柳生十兵衛最後の戦い　他

　NHKスペシャルドラマ　坂の上の雲　他

エキストラ
参加人員

          168人

          391人

          619人

       1,169人

　   1,265人

       1,549人

        2,747人 

        1,090人

        2,281人

      11,279人

撮影日数

    5日 

  12日

  33日

  52日

  59日

  98日

121日

   51日

   85日 

 516日

作品数

　　2作品

　　6作品

　  20作品

       17作品

       30作品

       50作品

       37作品

       19作品

       21作品

     202作品

年　　度

平成11年度

       平成12年度 

       平成13年度 

       平成14年度 

       平成15年度 

       平成16年度 

       平成17年度 

       平成18年度

       平成19年度 

          合　　計 

つ
く
ば
み
ら
い
市
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
の
活
動
状
況

た
。
大
勢
の
会
員
（
平
成
20
年
10
月

1
日
現
在
１
０
８
８
人
）
の
皆
さ
ん

が
、
運
営
委
員
会
を
中
心
と
し
て
市

内
で
行
わ
れ
る
撮
影
は
も
ち
ろ
ん
、

市
外
で
行
わ
れ
る
撮
影
に
ま
で
、
範

囲
を
広
げ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
外
で
行
わ
れ
る
映

画
な
ど
の
撮
影
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
出
演
し
な
が
ら
、
市
の
知
名
度
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
が
ら
、
第
二
の
人
生
の
生
き
が
い

を
み
つ
け
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
自
分
た
ち
の
楽
し

み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
名
が
、
映
像
を
通
し
て
全

国
の
皆
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
る
の
が
何

よ
り
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
、
魅
力

あ
る
郷
土
を
こ
う
し
た
形
で
Ｐ
Ｒ
で

き
る
の
も
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

江
戸
が
こ
の
地
に
で
き
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
、
ワ
ー
プ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
で
の
活
動
を
中

心
に
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
と
一
緒
に

楽
し
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

　
　
　
　

伊
奈
東　

植う
え

木き

シ
ヅ
エ

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸

   

冬
季
休
園
の
お
知
ら
せ

　

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
は
、

次
の
期
間
冬
季
休
園
に
な
り
ま
す
。

   

平
成
20
年
12
月
27
日
㈯
〜

   

平
成
21
年
１
月
１
日
㈭
ま
で

   

１
月
２
日
よ
り
営
業

　

 
 　

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸

　

  

☎
47
‐
６
０
０
０ 

問

【
市
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
会
員
の
声
】

資料：つくばみらい市エキストラの会

市エキストラの会の撮影協力状況

会員の植木シヅエさん

「
つ
く
ば
み
ら
い
市

　
　
　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
」
と
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
！  

市
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
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市内の出来事

〜つくばみらいのわだい〜

秋

の

叙

勲

●
旭
日
小
綬
章
・
建
設
行
政
事
務
功
労

　

野
田
氏
は
、
昭
和
54
年
に
旧
伊
奈
村
議
会

議
員
に
当
選
さ
れ
、
以
来
、
平
成
20
年
２
月

に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
、
７
期
28
年
８
カ
月
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
間
、
村
か
ら
町
と
な
る
町
制
施
行
、

旧
谷
和
原
村
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
つ

く
ば
み
ら
い
市
の
市
制
施
行
と
、
文
字
ど
お

り
地
域
の
発
展
と
と
も
に
地
方
議
会
の
資
質

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
や

同
志
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、
家
族
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
晴
耕
雨
読
を
楽
し
み
な
が
ら
、

住
み
た
く
な
る
街
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

●
旭
日
双
光
章
・
地
方
自
治
功
労

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
の
ご
寄
付

　

谷
和
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、
９
月
に

市
内
ゴ
ル
フ
場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
を
実
施
し
、
そ
の
際
に
集

め
ら
れ
た
寄
付
金
を
「
谷
和
原
地
区

の
小
中
学
校
の
学
校
教
育
を
充
実
す

る
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、

寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
各
学

校
の
図
書
な
ど
の
購
入
費
と
し
て

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

〜 

谷
和
原
Ｌ
Ｃ
か
ら
、
谷
和
原
地
区
の
各
学
校
へ 

〜

す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

轟
氏
は
、
昭
和
33
年
に
旧
建
設
省
に
入
省

後
、
主
に
道
路
行
政
業
務
に
従
事
さ
れ
、
全

国
の
広
域
的
な
道
路
網
の
整
備
や
利
用
に
関

す
る
計
画
調
整
を
担
当
さ
れ
、　

ま
た
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
ブ
レ
ス
の
建
設
計
画
時
に
は
、

鉄
道
と
道
路
の
総
合
調
整
業
務
も
担
当
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
３
月
に
独
立
行
政
法
人
・
建

築
研
究
所
総
務
部
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま

で
、
35
年
間
に
わ
た
り
建
設
行
政
事
務
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

●
受
章
者
の
声

　
「
今
回
の
受
章
は
、
ひ
と
つ
の
人
生
の
く

ぎ
り
を
つ
け
て
頂
い
て
、
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
糧
と
し
て
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。」　

全
国
の
地
域
福
祉
の
模
範
と
し
て

〜 

市
社
会
福
祉
協
議
会 

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞 

〜

　

社
会
福
祉
法
人
つ
く
ば
み
ら
い
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
、
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
県

内
で
は
本
市
の
協
議
会
の
み
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、「
地
域
福
祉
」
に
重

点
を
お
き
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

次
の
事
業
が
特
に
優
秀
で
他
の
模
範

に
な
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
事
業

①
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
方
の
医
療
機
関
な

ど
へ
の
送
迎
）

②
サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る
事
業

（
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
子
ど
も
の
い
る
家
や

保
育
所
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
）

③
お
達
者
ク
ラ
ブ
（
身
体
機
能
の
低

下
防
止
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
）

④
エ
コ
マ
ネ
ー
推
進
事
業
（
地
域
通

貨
を
利
用
し
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
地
域
交
流
の
活
性
化
を
支

援
）

大好評の「サンタが街にやってくる」事業

　
永
年
に
わ
た
る
職
務
に
対
す
る
功
労
や
社
会
貢
献
を
た
た
え
る
秋
の
叙
勲
が
発
令

さ
れ
、
本
市
か
ら
次
の
方
々
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
受
章
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所
総
務
部
長

（
絹
の
台
）

　

野の

田だ 
正ま
さ

男お 

氏  

77
歳
（
下
平
柳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
市
議
会
議
員

　

轟
と
ど
ろ
き

　

雄ゆ
う

介す
け 

氏  

70
歳
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地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
貢
献
！

〜 

古
瀬
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会　

茨
城
県
表
彰
を
受
賞 

〜

　

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
古

瀬
の
自
然
と
文
化
を
守
る

会
」（
代
表
＝
寺て
ら

田だ

義よ
し

雄お

氏
）

が
、
11
月
13
日
に
茨
城
県
庁

で
開
催
さ
れ
た
平
成
20
年
度

茨
城
県
表
彰
で
、
功
績
団
体

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
下
小
目
地

区
の
Ｔ
Ｘ
沿
線
に
あ
る
田
ん

ぼ
を
利
用
し
た
「
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
」
に
よ
る
ま
ち
お
こ

し
を
し
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
、
都
市

と
農
村
と
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
自
然
や
文
化
の
保
全

お
よ
び
地
域
活
性
に
積
極
的

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県知事(中央)を囲んで受賞を喜ぶ
寺田代表(左)と須田会員(右)

手
塩
に
か
け
た
〝
し
い
た
け
〞
で
表
彰
さ
れ
る

〜  

岡
田
亮
一
さ
ん　

き
の
こ
品
評
会
で
県
知
事
賞　

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
20
年
度  　
　
　
　

　
　

市
盆
栽
愛
好
会
松
柏
盆
栽
展
示
競
技
会
を
開
催

　

平
成
20
年
度
市
盆
栽
愛
好
会
松
柏

盆
栽
展
示
競
技
会
が
10
月
24
日
か
ら

27
日
ま
で
、
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い

の
丘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
受
賞
し
ま
し
た
。

※
敬
称
略
、（　

）
内
は
作
品
名

●
県
知
事
賞

　

大お
お

久く

保ぼ　

好よ
し

巳み

（
五
葉
松
）

●
県
議
会
議
長
賞

　

伊い

丹た
み　

良よ
し

亘の
ぶ

（
え
ぞ
松
）

●
県
観
光
物
産
協
会
長
賞

　

海え

老び

原は
ら　

真し
ん

二じ

郎ろ
う（
に
れ
け
や
き
）

●
市 

長 

賞

　

岡お
か

田だ　

伊よ
し

生お

（
真
柏
）

●
市
議
会
議
長
賞

　

野の

口ぐ
ち　

幸ゆ
き

雄お

（
赤
松
）

●
市
盆
栽
愛
好
会
長
賞

　

前ま
え

野の　

明あ
き

市い
ち

（
千
成
柿
）

　県知事賞に輝いた
　　　　　大久保氏の「五葉松」

　　　   岡田亮一さん

　

市
内
在
住
の
岡お
か
だ田
亮り
ょ
う
い
ち一
さ
ん
（
下

小
目
）
が
、
茨
城
県
・
県
特
用
林
産

振
興
会
主
催
の
「
き
の
こ
品
評
会
」

で
、菌
床
し
い
た
け
部
門
に
出
品
し
、

茨
城
県
知
事
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
「
安
全
・
安
心
」
は
あ
た
り
ま
え
。

い
か
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
も

ら
え
る
か
を
常
に
心
が
け
、
栽
培
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
今
回
の
表

彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、「
受
賞
の
報
告
を

受
け
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
人

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
ま
じ
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
市
菊
花
会
菊
花
展
示

会
が
11
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
、
市

役
所
駐
車
場
の
一
部
を
会
場
に
し
て

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
各
部
門
で
受

賞
し
ま
し
た
。

※
敬
称
略
、（　

）
内
は
受
賞
部
門
名

●
市
菊
花
会
長
賞

　

榎
え
の
き

田だ　

清
き
よ
し
（
総
合
首
位
）

●
県
知
事
賞

　

飯い
い

泉ず
み　

隆た
か

夫お

（
盆ぼ
ん

養よ
う

厚あ
つ

物も
の

の
部
）

　

北き
た

泉い
ず
み

　

寅と
ら

十
じ
ゅ
う

郎ろ
う（
盆ぼ
ん

養よ
う

管く
だ

物も
の
の
部
）

●
県
議
会
議
長
賞

　

榎
田　

清
（
七な
な

本ほ
ん

立だ
て

管
物
の
部
）

　

間ま

根ね

山や
ま　

荘そ
う

ニじ
（
だ
る
ま
管
物
の
部
）

●
市
長
賞

　

細ほ
そ

田だ　

覚
さ
と
る
（
切き
り

花ば
な

厚
物
の
部
）

●
市
議
会
議
長
賞

　

北
泉　

寅
十
郎（
切
花
管
物
の
部
）

●
茨
城
南
部
農
業
共
済
組
合
長
賞

　

飯
泉　

隆
夫
（
切
花
厚
物
の
部
）

総合首位の中でも県議会議長賞を
獲得した榎田氏の「泉郷五色」

 

平
成
20
年
度  

市
菊
花
会
菊
花
展
示
会
を
開
催
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市内の出来事

〜 つくばみらいのわだい 〜

　

茨
城
県
主
催
の
「『
結
婚
・
子
育
て
』
エ
ッ
セ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、
県
立
伊
奈
高
校
生
の
飯い
い

田だ

夏な
つ

美み

さ
ん

（
３
年
）
と
竹た
け

彩あ
や

那な

さ
ん
（
３
年
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
「
今
こ
こ
に
い
る
こ
と
」、
竹
さ
ん
は

両
親
へ
の
思
い
綴
っ
た

   　

エ
ッ
セ
ー
で
県
か
ら
表
彰

～  伊奈高生「結婚・子育て」エッセーで最優秀賞、優秀賞を受賞 ～ 

笑 顔 で 受 賞 を 喜 ぶ
竹さんと飯田さん(左から)

文化の薫りただよう  若人たちの活躍

　市内の中学生が、俳句や
ポスターなどのさまざまな
コンクールで多くの賞に輝
き、すばらしい成績を収め
ました。
　文化の場で活躍した4人
の中学生を紹介します。
　

　飯
いい

塚
つか

 奈
な

都
つ

美
み

さん（谷和原中学校3年）
「第23回国民文化祭・いばらき2008文芸祭」

（俳句　小・中・高校生の部）
＜文部科学大臣賞＞

　堤
つつみ

　彩
あや

香
か

さん（谷和原中学校２年）
「平成20年度牛久沼水質浄化
ポスターコンクール」
＜最優秀賞＞

「平成20年度歯の衛生に関するポスター」
＜茨城県教育長賞＞

　鎌
かま

田
だ

　莉
り

奈
な

さん（小絹中学校３年）
茨城県主催「山火事予防コンクール」

＜茨城県農林水産部長賞＞

　飯
いい

泉
ずみ

　里
り

沙
さ

さん（谷和原中学校１年）
『いばらき教育の日』
　　　　推進協議会主催　標語の部」
　　＜日本放送協会水戸支局長賞＞

～  市内中学生、各コンクールで賞を獲得！ ～ 

「
父
の
言
葉
」
と
題
し

て
エ
ッ
セ
ー
を
綴
り
、

両
親
が
厳
し
く
も
温
か

く
育
て
て
く
れ
た
感
謝

の
気
持
ち
を
素
直
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
エ
ッ
セ
ー
の

内
容
に
つ
い
て
は
同
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
県
立
藤
代
紫
水
高
校
１
年
生
の
野
間
由
雅
さ

ん
が
、
10
月
に
行
わ
れ
た
「
第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
愛
称
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
大
会
）」（
会
場
・

市
内
高
校
生 

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
〝
銀
〞

〜 

水
泳
自
由
形
50
㍍
・
25
㍍
に
出
場 

〜

大
分
県
）
の
水
泳
競

技
自
由
形
（
肢
体
部

門
）
50
㍍
お
よ
び
25

㍍
に
出
場
し
、
両
種

目
と
も
に
第
２
位
の

成
績
を
収
め
、
見
事

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。

２つ銀メダルを獲得した野間さん
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
　
深
ま
っ
た
秋
空
の
も
と
行
わ
れ
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
市
民

お
よ
び
市
内
団
体
の
活
躍
し
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●第３回市長杯バドミントン大会
期　日　　 10月26日
各部門優勝　男子１部　岡

おか

野
の

・長
は

谷
せ

川
がわ

 組
　　　　　　男子２部　荒

あら

木
き

・石
いし

黒
ぐろ

　組
　　　　　　女子１部　石

いし

田
だ

・半
はん

沢
はん

　組
　　　　　　女子２部　栗

くり

原
はら

・松
まつ

尾
お

　組

●第３回市民卓球大会
期　日　11月２日
各部門優勝　男子単　坂

さか

本
もと

考
たか

弘
ひろ

　　　　　　女子単　菅
すが

谷
や

由
ゆ

理
り

子
こ

　　　　　　男子複　長
は

谷
せ

川
がわ

・宮
みや

嵜
ざき

　組
　　　　　　女子複　増

ます

山
やま

・菅
すが

谷
や

　組

●市硬式テニス大会
期　　  日　11月２日
各部門優勝　男子ダブルス　木

き

村
むら

・入
いり

江
え

組
　　　　　　女子ダブルス　貝

かい

塚
つか

・一
いち

ノ
の

瀬
せ

組

●市ターゲットバードゴルフ大会
期　　日　　11月15日
総合優勝　　松

まつ

本
もと

時
とき

夫
お

女子優勝　　加
か

藤
とう

勝
かつ

子
こ

●第３回市長杯少年野球大会
期　日　11月15、16、22日
優　勝　板橋ファイターズ
準優勝　豊ナインズ

●第27回市ジュニアカップ
期　日　11月２日
第３位ブロック　準優勝　FC谷井田

（敬 称 略）

●市秋季バレーボール大会
期　日　11月16日
優　勝　ZERO
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
2
の
排

出
削
減
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
茨
城
県
お
よ
び
市
で
は
、
12
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
を
冬
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
ご
家
庭
で
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
《《《《《 　

主
な
取
り
組
み
と
し
て　

》》》》》

  　

  

●
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施
（
室
内
の
暖
房
を
20
度
以
下
に
す
る
）

    

家
庭
、
職
場
、
店
舗
、
交
通
機
関
に
お
け
る
暖
房
を
20
度
以
下
に
設
定
し
、

暖
房
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
温
か
い
服
装
を
心
が
け
る
。

　
　

●
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
へ
の
切
替

   

家
庭
、
オ
フ
ィ
ス
、
公
共
施
設
で
使
用
し
て
い
る
白
熱
電
球
を
、
支
障
が
な

い
限
り
消
費
電
力
の
少
な
い
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
に
切
り
替
え
る
。

       

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

   

マ
イ
カ
ー
利
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関
、
相
乗
り
、
自
転
車
、
徒
歩
で
の
通
勤

や
お
出
か
け
を
推
奨
す
る
こ
と
で
、
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
削
減
す
る
。ま
た
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や
燃
費
向
上
に
つ
な
が
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
。

         

●
グ
リ
ー
ン
電
力
※
の
活
用

   

イ
ベ
ン
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
太
陽
光
発
電
な

ど
Ｃ
Ｏ
2
を
排
出
し
な
い
グ
リ
ー
ン
電
力
を
活
用
す
る
。

 　

※
グ
リ
ー
ン
電
力
と
は
・
・
・
太
陽
光
や
風
力
な
ど
化
石
燃
料
を
使
用
し

　
　

 

な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
さ
れ
た
電
力
の
こ
と
。

 

● ｢

一
人
、
１
日
、
１
㎏
Ｃ
Ｏ
2
削
減　

私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言｣

へ
の
登
録

　

環
境
省
の
「
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地
球
温
暖
化
対

策
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、実
践
し
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
を
選
ぶ「
私
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
宣
言
」
に
登
録
し
、
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
る
。

   

以
上
の
こ
と
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
市
役
所
両
庁
舎
、
出
先
機
関
な

ど
で
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
６
）

問
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の

　
　
　
　
　

身
近
な
取
り
組
み
！

１２月１日から３１日まで年末の交通事故防止県民運動を実施中！
①飲酒運転の根絶　　　　　　
②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
③薄暮時及び夜間の交通事故防止

 　特に、≪日没時間帯の交通死亡事故が激増中≫です。夕方や夜間に自転車・通行者の道路横断中
やすれ違い時に交通事故が多発しています。交通死亡事故は被害者や家族など関係者に悲劇をもたらします、
交通事故防止に努めましょう。

交通事故は決して他人事ではありません････

飲酒運転は悪質な故意犯です

　　　　自転車・歩行者の方へ

・急な飛び出しは大変危険です。一時停止と
　安全確認を確実に行いましょう。「車は急に
　は止まれない」ということを忘れずに。
・夜間には、目立つ服装や反射材の着用など、
　車から見える工夫をしましょう。

　　　　　　　　　　　　運転者の方へ
・ 飲酒運転や速度超過、信号無視などの無謀運転は重大事故に直結し
ます。交通ルールを守り安全運転に心がけてください。

・ハンドルを握ったら運転に集中しましょう。脇見や油断は思わぬ危
　険を招きます。
・夜間、自転車や歩行者の早期発見のため、対向車や先行車がない場
　合はライトを上向きにし、交通事故防止に努めましょう。
・シートベルトは全座席着用です。後席等の着用の確認を忘れずに。

薄暮時！歩行者歩行者 との事故に注意！！
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図
書
館
だ
よ
り

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

１月の図書館休館日
　　（本館、分館）
１日㈭、 ２日㈮、３日㈯
４日㈰、５日㈪、12日㈪
19日㈪、26日㈪、30日㈮

読み聞かせ会（虹の会）
1月10日㈯　午後２時
 小学生までを対象
おはなし会
1月24日㈯　午後２時
３歳～７歳児を対象
開館時間
午前10時～午後６時
　  市立図書館　
☎ 58 - 3

みん

7
なの

1
としょ

0
かん

　

　読みたい本があったとき、図書

館ホームページの「蔵書検索」を
利用すると、その本が図書館にあ

ホームページを活用すると・・・
読みたい本をすぐに棚で見つけることができます

　
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
27
日
㈯
か
ら
翌
年
１
月
５
日
㈪
ま
で

は
年
末
年
始
の
た
め
休
館
に
な
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
休
館
に
伴
い
、
12
月
26
日
㈮

ま
で
本
は
10
点
ま
で
、
３
週
間
貸
し
出
し
し

ま
す
。

　読みたい本を図書館に行ってすぐに手にしたいときは、ぜひホームページの予約申込を利用して

ください。蔵書検索で読みたい本を調べたときに、「予約カート」の表示がある本は予約することが

できます。

　貸し出しされていない本の場合は翌開館日に、貸出中の場合には予約の順番がきましたらカウン

ターで貸し出しできるように用意します。（蔵書検索の表示に時間の差が生じますので、貸し出され

てしまったときは、用意できない場合もあります。）

　本の用意ができましたらメールで連絡しますので、図書館までお越しください。

 　　　　※予約をするためには、事前に図書館でパスワードの受付をする必要があります。

　　カウンターで予約した本を受け取ることができます

 図書館のホームページを活用してみませんか

　常総広域消防本部管内で救急搬送された傷病者のなかで、入院の必要が無い軽症者は全体の46.5％を占めています。
本来、救急車は緊急に医療機関へ搬送しなければならないケガや急病になられた方を救急搬送するために運用されているも
のです。緊急ではないのに安易に救急車を要請すると、大切な家族や友人、同僚が本当に救急車を必要とした時でも、あな
たのお宅や職場を管轄する消防署以外の離れた消防署から救急車が出動することになり、救急車の到着が遅れ、救える命が
救えなくなる恐れがあります。
　緊急性がなく自分で病院に行ける場合は、救急車以外の交通機関などを利用してください。ただし、傷病者の訴え（激し
い頭痛・胸痛・腹痛、呼吸が苦しい、意識が清明でないなど）やケガ（交通事故によるケガ、頭部や胸部の強打、大量の出
血、高所からの転落など）の状況などから、急いで医療機関へ連れて行ったほうがよいと思ったときには、迷わず１１９番
通報をしてください。
消防本部および茨城県では、医療機関（歯科医除く）の案内を行っています。
◎常総広域消防本部指令課(24時間)☎０２９７- ２３- ０１１９    ◎茨城県救急医療情報センター (24時間)☎０２９- ２４１- ４１９９
パソコンでの検索は　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
　　　　　※救急車適正利用に関するご質問などは、常総広域消防本部警防課　☎０２９７- ２３- ０９０３
　　　　　　（平日９時～１７時）で受け付けています。

救急車の適正利用にご協力ください！

るのか、すぐに貸し出しできる状態であるのかなどを知ることができます。操作方法や蔵書検索で

お困りのときには、お気軽に図書館へお問い合わせください。
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問

 

住
宅
瑕か

疵し

担
保
履
行
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

　
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履

行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

●
建
設
業
者
、
宅
地
建
物
取
引
業
者

　

の
皆
さ
ま
へ

　

施
行
日
以
降
に
引
き
渡
す
新
築
住

宅
に
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
履
行
の
た

め
の
保
険
加
入
か
、
保
証
金
の
供
託

が
必
要
で
す
。
特
に
、
保
険
は
工
事

中
に
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
着
工

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
あ
ら

か
じ
め
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
制
度
の
概
要
や
資
力
確
保

措
置
の
準
備
に
関
す
る
内
容
を
記
載

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

　

施
行
日
以
降
に
引
き
渡
さ
れ
る
住

宅
に
は
、
法
律
に
よ
り
、
事
業
者

に
保
険
か
供
託
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
際
は
、
そ

の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険
や
供
託
の

措
置
を
と
ら
れ
て
い
る
か
忘
れ
ず
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１(
内
線
８
１
６
３)

 

株
券
を
お
手
元
に

　
　
　
　

お
持
ち
の
方
へ

　

株
券
電
子
化
は
、
平
成
21
年
１
月

５
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

お
手
元
の
株
券
は
ご
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？
お
早
め
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
名
義
で
な
い

と
き
は
、
必
ず
証
券
会
社
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

　

  

金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.fsa.go.jp/

問

 

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

   

年
末
年
始
の
取
り
扱
い

●
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
土

浦
市
大
和
町
９
‐
３　

ウ
ラ
ラ
３
）

定額給付金の給付を装った
  「振り込め詐欺」     「個人情報の詐取」

ご注意ください!!

　与党において決定された「定額給付金」に
ついては、現在市民の皆さまへご連絡や給付
を行う段階ではありません。
　「定額給付金」の給付を装って、ご自宅や
職場などに市区町村や総務省（の職員）など
をかたった電話がかかってきたり、郵便が届
いたら、迷わず最寄りの警察署や警察相談電
話（☎＃9110）、または市消費生活センター（☎
25-3288）にご連絡ください。

●市区町村や総務省などがATM（銀行･コン
　ビニなどの現金自動預払機）の操作をお願
　いすることは絶対にありません！
●ATMを自分で操作し、他人からお金を振
　り込んでもらうことは絶対にできません！
●市区町村や総務省などが、「定額給付金」の
　給付のために、手数料などの振り込みを求
　めることは絶対にありません！
●現時点で、市区町村や総務省などが市民の
　方の世帯構成や銀行口座番号などの個人情
　報を照会することは、絶対にありません！

 

鬼
怒
川
・
小
貝
川

   

地
形
把
握
の
た
め

         

測
量
を
行
い
ま
す

　

国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
で

は
、
平
成
21
年
3
月
下
旬
ま
で
川
や

堤
防
の
変
化
を
調
べ
る
た
め
に
測
量

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

測
量
業
者
が
川
の
中
や
堤
防
の
周

辺
な
ど
の
私
有
地
に
立

ち
入
ら
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
測
量
業
者
が

私
有
地
に
立
ち
入
る
場

合
に
は
、
極
力
ご
あ
い

さ
つ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
必
ず
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
不
審
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
証

明
書
の
提
示
を
求
め
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

　

 

国
土
交
通
省 

下
館
河
川
事
務
所

　

 

調
査
課

☎
０
２
９
６
‐
２
５
‐
２
１
７
１

 

三
郷
料
金
所
ス
マ
ー
ト

　

    

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
　

  　
　

社
会
実
験
開
始

　

三
郷
料
金
所
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、

本
線
料
金
所
に
併
設
す
る
全
国
初
の

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
で
す
。

　

三
郷
市
北
部
な
ど
高
速
道
路
へ
の

利
便
性
の
向
上
や
、三
郷
Ｉ
Ｃ
出
口
・

流
山
橋
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

入
口
・
出
口
に
ゲ
ー
ト
が
２
カ
所
ず

つ
あ
り
、
ゲ
ー
ト
前
で
停
止
し
な
い

と
ゲ
ー
ト
が
開
き
ま
せ
ん
。
ご
利
用

の
際
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
開
始
日
時
＝
12
月
19
日
㈮
午
後
３
時

▼
実
施
個
所
＝
常
磐
自
動
車
道　

三

　

郷
料
金
所
付
近

▼
利
用
方
向
＝
水
戸
方
面
へ
の
入
口

　

お
よ
び
水
戸
方
面
か
ら
の
出
口

▼
利
用
時
間
＝
24
時
間

▼
対
象
車
種
＝
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭

載
し
た
普
通
車
、
軽
自
動
車
、
二
輪

車
（
け
ん
引
車
は
除
く
）

　

 

埼
玉
県
三
郷
市
役
所
企
画
調
整
課

☎
０
４
８
‐
９
５
３
‐
１
１
１
１

（
内
線
５
５
３
２
）

　

外
国
人
雇
用
に
は
、
必
ず
パ
ス

ポ
ー
ト
や
外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど

で
在
留
資
格
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。
短
期
滞
在
な
ど
就
労
が
認
め
ら

 
外
国
人
の
不
法
就
労
防
止
に

　
　
　
　

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
英
語
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
「
英
語
で
読
書
」　

赤
ず
き
ん
他

▼
日
時
＝
平
成
21
年
１
月
６
日
㈫
〜

　

２
月
17
日
㈫
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

　
（
全
７
回
）
午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
費
＝
無
料

▼
書
籍
代
＝
１
０
５
０
円

▼
会
場
＝
福
岡
公
民
館

●
英
語
で
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
定
員
＝
８
人

▼
日
時
＝
平
成
21
年
２
月
〜
11
月
ま

　

で
の
毎
月
第
４
火
曜
日（
全
10
回
）

　

午
前
10
時
〜
正
午　
　
　
　

▼
会
費
＝
無
料（
材
料
費
の
み
実
費
）

▼
会
場
＝
谷
和
原
公
民
館

　
　
　

石い
し

塚つ
か　

☎
52
‐
５
１
７
５

 

英
語
に
興
味
の
あ
る
方
へ

問

　

通
常
受
け
付
け
＝
月
〜
金　

午
前

９
時
〜
午
後
４
時
45
分
（
祝
日
を
除
く
）

※
年
末
年
始
休
暇
期
間
＝
12
月
29
日

　

㈪
〜
平
成
21
年
１
月
４
日
㈰

●
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
取
手

出
張
所
（
取
手
市
役
所
内
）

　

通
常
受
け
付
け
＝
毎
週
火
、金（
祝

日
を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※
年
末
年
始
休
暇
期
間
＝
12
月
26
日

　

㈮
〜
平
成
21
年
１
月
８
日
㈭　

 　

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
４
５
５
５

れ
て
い
な
い
在
留
資
格
の
外
国
人
を

雇
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

 

常
総
警
察
署  

☎
22
‐
０
１
１
０

　

 

法
務
省
入
国
管
理
局

　

☎
０
３
‐
３
５
８
０
‐
４
１
１
１

申
問

　
　

環
境
保
全
課
（
県
西
地
方
総
合

　
　

事
務
所
を
経
由
）

・
警
察
署（
休
日
、
夜
間
、
緊
急
時
）

　

☎
１
１
０
番

  　

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
３
８
）

問

問問

問
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問

◆
婦
人
科
検
診
（
集
団
検
診
）、
成
人
歯
科
検
診
の 

　

申
込
方
法

▼
申
込
方
法

①
申
込
受
付
専
用
電
話　

　

☎ 

25 - 

２
９
８
３

　
（「
に
っ
こ
り
つ
く
ば
み
ら
い
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

②
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

▼
申
込
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
前
記
以
外
の
方
法
に
よ
る
受
け
付
け
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　

同
一
世
帯
の
ご
家
族
以
外
の
申
し
込
み
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
付
開
始
か
ら
30
分
は
電
話
が
集
中
し
、
大
変
か
か
り
に
く
く
な
っ

　

て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
受
け
付
け
の
際
、「
検
診
項
目
」「
氏
名
」「
住
所
」「
生
年

　

月
日
」「
電
話
番
号
」
を
お
聞
き
し
ま
す
。

※
申
込
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

　

　　伊奈保健センターについては、市行政改革大綱に基づく効率的行政サービス提供のため、本年度末をもちまして窓口

　業務を閉鎖し、平成21年４月１日からは谷和原保健福祉センターに問い合わせや申請などを一本化します。

　　みらい健診や婦人科集団検診などは、これまでどおり伊奈保健センターを会場として実施しますが、母子健康手帳や

　婦人科医療機関受診券の申請、健診の窓口予約などは谷和原保健福祉センターだけで受け付けますのでご注意ください。

　　市民の皆さまのご理解、ご協力をお願いします。

　　　市健康増進課(谷和原保健福祉センター )　☎25-2100　

　
『
歯
周
病
』
は
、
歯
を
失
う
お
口

の
病
気
で
、
成
人
者
の
８
割
が
か

か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る

た
め
、「
歯
が
動
く
」、「
歯
が
痛
い
」

と
自
覚
す
る
こ
ろ
に
は
、
症
状
は
悪

化
し
て
い
ま
す
。
虫
歯
と
同
様
に
、

歯
周
病
の
予
防
に
は
専
門
家
に
よ
る

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

▼
発
行
期
間
＝
平
成
21
年
２
月
27
日

　

㈮
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
有
効
期
間
＝
発
行
日
か
ら
平
成
21

　

年
２
月
27
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法
＝
登
録
医
療
機
関
に
予

　

約
後
、
健
康
増
進
課
窓
口
ま
で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

※
検
診
内
容
、
登
録
医
療
機
関
、
負

　

担
額
に
つ
い
て
は
健
康
増
進
課
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
乳
房
の
痛
み
・
し
こ
り
な
ど
の
自

　

覚
症
状
が
あ
る
方
は
、
直
接
医
療

　

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
歯
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
検
診
日
お
よ
び
会
場

　

・
平
成
21
年
１
月
31
日
㈯

　
　

伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

・
平
成
21
年
２
月
２
日
㈪

　
　

谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
間

　

平
成
21
年
１
月
13
日
㈫
〜
21
日
㈬

▼
検
診
当
日
受
付
時
間

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

②
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

③
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

④
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

⑤
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

▼
定
員
＝
各
日
20
人

※
検
診
内
容
の
詳
細
・
負
担
額
に
つ

　

い
て
は
、
市
健
康
管
理
予
定
表
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん

　

検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
） 

　

の
お
知
ら
せ

●
集
団
検
診

▼
検
診
日
お
よ
び
会
場

①
平
成
21
年
１
月
24
日
㈯　

伊
奈
保

　

健
セ
ン
タ
ー

②
平
成
21
年
２
月
14
日
㈯　

谷
和
原

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
間

①
平
成
21
年
１
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮

②
平
成
21
年
１
月
19
日
㈪
〜
23
日
㈮

▼
検
診
内
容

子
宮
が
ん
検
診
＝
頚け
い

部ぶ

細
胞
診

乳
が
ん
検
診
＝
超
音
波
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
（
年
齢
に
よ
っ
て
検
診
内
容

が
異
な
り
ま
す
。）

※
検
診
内
容
の
詳
細
、
負
担
額
な
ど

　

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
市
健

　

康
管
理
予
定
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
乳
房
の
痛
み
・
し
こ
り
な
ど
の
自

　

覚
症
状
が
あ
る
方
は
、
直
接
、
医

　

療
機
関
で
受
診
く
だ
さ
い
。

●
医
療
機
関
検
診

▼
登
録
医
療
機
関
で
子
宮
が
ん
、
乳

が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
受
診
券
を

発
行
し
ま
す
。

■
成
人
歯
科
検
診
の

　
　

お
知
ら
せ

～冬に流行する感染症にはご注意ください～

保 

健 

だ 

よ 

り

保健センター窓口業務が平成21年４月１日から 　
谷和原保健福祉センターへ一本化になります
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平成 21年１月保健カレンダー
７ 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～

健康増進室利用講習会　　  午後６時30分～
８ 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

９ 金
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
場所：きらくやますこやか福祉館

11 日 健康増進室利用講習会　午後１時～

13 火 こころの健康相談（予約制）午後１時30分～３時30分
場所：谷和原保健福祉センター

14 水

ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～　　　
離乳食教室（予約制）前半：午後1時～ 2時
　　　　　　　　　　後半：午後2時30分～ 3時30分
　　　　　　　　　　　　　場所：伊奈保健センター

15 木 ミニ教室【チューブ運動】　     午前11時～
16 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
17 土 健康増進室利用講習会　午後１時～

20 火

健康増進室利用講習会　午前９時～
ひよこ広場　午前10時～ 11時30分
　　　場所：谷和原公民館
　　　対象：生後1～ 12カ月の乳児と保護者

21 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
22 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

23 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～　　

24 土 婦人科検診（予約制）　正午～午後2時30分
　　　　　　　　場所：伊奈保健センター

27 火
２歳児歯科健診　午後1時～ 2時
　　　　　場所：谷和原保健福祉センター
　　　　　対象：平成18年11・12月出生児

28 水

育児相談（予約制）午前10時～ 11時30分
　　　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
３～４カ月児健診　午後1時～ 2時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成20年9・10出生児

29 木

ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～
２歳児歯科健診　午後1時～ 2時
　　　　　場所：伊奈保健センター
　　　　　対象：平成18年11・12月出生児

30 金

ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
３～４カ月児健診　午後1時～ 2時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成20年9・10出生児

31 土

パパママ教室（予約制）　午前9時～正午
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：ご夫婦で参加できる方
成人歯科検診（予約制）午後1時30分～ 3時30分
　場所：伊奈保健センター

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。
●申 込 日　
12月24日㈬～受付開始
　　　　　　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
　都合により休講、または変更になる場合があります。
●定 員　各日とも17人　（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参　  加 　 費　１００円（免除制度あり）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。

　★健康増進室の利用時間
　　・火～土曜日：午前９時～午後８時30分
　　・日　曜　日：午前９時30分～午後７時30分
　　※月曜日は休室になります。

◆問い合わせ先・申し込み先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

献 血 の お 知 ら せ

　皆さまのご協力をお願いします。

○期日＝平成21年１月８日㈭

　▼午前の部　時間：９時30分～正午
　　　　　　　会場：伊奈保健センター

　▼午後の部　時間：１時30分～ 3時30分
　　　　　　　会場：山野井精機㈱　（豊体）
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谷 和 原 庁 舎             18日

伊 奈 庁 舎           11日・25日

※12月28日㈰および平成21年１月４日㈰は、
　年末年始により業務を行いませんので、
　ご注意願います。

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　
　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用　納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

 【住民関係】

　戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　鑑登録および印鑑証明書などの発行

※住民票の異動（転入・転出など）手続きはでき　
ません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）
　　　　　　　　　　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　予約・問い合わせ先
   ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（平成21年１月）

行　政　相　談

教　育　相　談
市では、次の２カ所で教育相談を行っています。
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。
　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　●相談員　羽

は

田
た

　暁
さとる

　さん（元小絹中学校校長）

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく

い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ

りませんか？　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　平成21年１月15日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　谷和原保健福祉センター　会議室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　１月６日㈫  法律相談(弁)… 保健福祉センター
13日㈫  法律相談(弁)… すこやか福祉館
15日㈭  心配ごと相談… すこやか福祉館
　　　　　　〃　 保健福祉センター

20日㈫  法律相談(司)… 保健福祉センター
27日㈫  法律相談(弁)… すこやか福祉館

 日曜日開庁のお知らせ(平成21年１月）

消　費　生　活　相　談
　市消費生活センターでは、商品やサービスなど消費生活
全般に関する苦情や問い合せを専門の相談員が受け付けて
います。消費生活についてのトラブルに巻き込まれたり、
迷ったりしたときには、お気軽にご相談ください。

　日　時　毎週水・金曜日　午前９時～正午、午後１時～午後４時
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）　
　　　　　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　℻ 57-2288 

       休日当番病院（平成 21年１月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

１月１日㈭ きぬ医師会病院 常総市 0297-23-1771

２日㈮ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

３日㈯ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

４日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

11日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

12日㈷ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

18日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

25日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

  小児科救急当番病院（平成 21年１月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

　　　　　　くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   

根柄を除く）

板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関 東 商 事 ㈱
0298-36-3007

板橋（高岡を除く）

東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）
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水道漏水修理当番（平成21年１月）

　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ

ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱新みらい 34 - 1088

２ 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 4854
３ 土 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619
４ 日 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
５ 月 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
６ 火 ㈱山田組 58 - 2351 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
７ 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱豊島産業 52 - 3335
８ 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011
９ 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286
10 土 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲片見設備工業 52 - 5804
11 日 ㈱山田組 58 - 2351 常陸管工 52 - 5579
12 祝 ㈱山田組 58 - 2351 ㈱新みらい 34 - 1088
13 火 松本工業㈱ 58 - 2187 谷原建設㈱ 52 - 2298
14 水 成島建設㈱ 58 - 1131 谷口設備工業 52 - 2619
15 木 ㈱山田組 58 - 2351 常磐興業㈱ 52 - 2203
16 金 原信田建設㈱ 58 - 0018 常総土木工業㈱ 52 - 5357
17 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
18 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱豊島産業 52 - 3335
19 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
20 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
21 水 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804
22 木 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579
23 金 ㈱山田組 58 - 2351 ㈱新みらい 34 - 1088
24 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷原建設㈱ 52 - 4854
25 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷口設備工業 52 - 2619
26 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
27 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
28 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
29 木 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
30 金 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
31 土 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286

火災・救急統計

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

11月分
1件

　0件
0件
1件

　11月分
20件
67件

　22件
109件

20年分
9件

　3件
11件
23件

20年分
184件
771件

　238件
1,193件

1月の納税など
国 民 健 康 保 険 税　         第 ８ 期
市 県 民 税　　　第 ４ 期
保 育 料　　　１ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　１ 月 分
水 道 使 用 料　　　1 1 月 分
下 水 道 使 用 料　　　1 1 月 分
農 集 排 使 用 料　　　1 1 月 分
コ ミ プ ラ 使 用 料　　　1 1 月 分
住 宅 使 用 料　　　１ 月 分
地 　 代　　　１ 月 分

☆納期限は
　　平成21年2月2日㈪です。

市
長
11
月
の
動
静
（
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報

公
開
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
11
月
受
領
分
）

　
　

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名　

10
万
円

１
日
㈯ 

＝
市
文
化
祭
、
市
商
工
祭

4
日
㈫ 

＝
庁
議
、
利
根
川
水
系
県
南
水
防
事
務
組
合

 

　

管
理
者
会

７
日
㈮ 

＝
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
茨
城
県
中
央
本
部
役

 

　

員
来
訪
、
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
議
会

８
日
㈯ 

＝
東
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

10
日
㈪ 

＝
市
遺
族
会
慰
霊
祭

11
日
㈫ 

＝
国
営
霞
ヶ
浦
用
水
農
業
水
利
事
業
完
工
式
、

 

　

取
手
市
外
２
市
火
葬
場
組
合
臨
時
議
会

12
日
㈬ 

＝
き
ぬ
医
師
会
運
営
協
議
会

13
日
㈭ 

＝
常
総
地
方
危
険
物
安
全
協
会
設
立
30
周
年

 

　

記
念
式
典

14
日
㈮ 

＝
国
保
運
営
協
議
会

17
日
㈪ 

＝
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

19
日
㈬ 

＝
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ま
ち
づ
く
り

 

　

検
討
委
員
会

20
日
㈭ 

＝
市
商
工
業
振
興
協
議
会

21
日
㈮ 

＝
利
根
川
水
系
県
南
水
防
組
合
議
会

23
日
㈰ 

＝
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
デ
ー　

26
日
㈬ 

＝
市
都
市
計
画
審
議
会
、
つ
く
ば
保
健
所
管

 

　

内
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
実
働
訓
練

27
日
㈭ 

＝
常
総
警
察
署
と
暴
力
団
排
除
協
定
書
締
結
式

28
日
㈮ 

＝
茨
城
県
人
会
連
合
会
視
察
歓
迎
、
内
外
情

 

　

勢
調
査
会
講
演
会  
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地
域
活
動
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？
「
町

の
清
掃
」、「
近
所
の
お
年
寄
り
の
話

し
相
手
」
な
ど
色
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
も

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
多
数
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
地
域
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
お
互

い
に
連
携
し
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
充
実
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
に

は
24
グ
ル
ー
プ
で
、
約
５
３
０
人
の

会
員
の
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
気
に
な
る
活
動
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
自

分
の
住
む
地
域
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る

と
、
あ
な
た
の
人
生
が
も
っ
と
楽
し

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
谷

和
原
支
所
）
へ
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
25
‐
２
１
０
１

つ
く
ば
み
ら
い
の

◆
設
立
時
期　

平
成
14
年
4
月

◆
会  

員  

数　

９
人

◆
会
の
目
的　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
手
伝
い
を
通
し
て
地
域
に

　

貢
献
す
る

◆
活
動
実
績　

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
毎
週
１
グ
ル
ー
プ
が
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
。
内
容
は
入
居
者
の
衣
類
の
繕
い
も
の
、
洗
濯

　

物
の
折
り
た
た
み
、
シ
ー
ツ
交
換
な
ど              

　
【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

主
婦
は
結
構
忙
し
い
も
の
で
す

が
、
時
間
を
や
り
く
り
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
世
界
も
広
が
り
、
地
域
貢
献

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
は
神
経
と
体
力
を
使

う
重
労
働
で
す
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
の

方
た
ち
が
入
居
者
に
優
し
く
語
り
か

け
な
が
ら
、
か
い
が
い
し
く
世
話
を

し
て
い
る
姿
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
我
が
身
も
誰
か
に
世
話
に

な
る
わ
け
で
、
手
伝
い
で
き
る
こ
と

が
感
謝
で
す
。
圧
倒
さ
れ
る
量
の
洗

濯
物
の
折
り
た
た
み
、
仕
分
け
か
ら

衣
類
の
繕
い
も
の
、
シ
ー
ツ
交
換
な

ど
、
仕
事
は
限
り
な
く
多
く
お
役
に

立
て
る
こ
と
は
幸
い
で
す
。
ま
た
、

入
居
者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
ね
ぎ

【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

こ
ん
に
ち
は
！
手
話
サ
ー
ク
ル

「
す
ず
ら
ん
」
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
第
１
・
３
水
曜
日
に

例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
会
の
中
で

は
、
手
話
指
導
に
行
く
と
き
の
打
合

せ
や
手
話
う
た
の
練
習
、
新
し
い
手

話
を
持
ち
寄
っ
て
伝
え
合
っ
た
り
、

時
に
は
料
理
の
話
な
ど
も
、
手
話
で

の
表
現
方
法
を
考
え
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

　

例
会
の
と
き
に
は
、
必
ず
手
話
を

使
う
よ
う
に
し
、
い
つ
聞
こ
え
な
い

方
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
も
、
み
ん

な
が
何
を
話
し
て
い
る
の
か
が
す
ぐ

に
分
か
る
よ
う
に
、
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
手

話
や
聞
こ
え
な
い
方
々
の
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
い
う

◆
設
立
時
期　

平
成
７
年
11
月

◆
会  

員  

数　

９
人

◆
会
の
目
的　

・
手
話
の
学
習
・
手
話
の
啓
蒙
・
聴
覚
障
が
い
者
と

　

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流
を
図
る
。

◆
活
動
実
績　

・
小
中
学
校
で
の
手
話
指
導
や
聴
覚
障
が
い
者
と
の

　

交
流
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
な
ど
市
の
行
事
へ
の
参
加
協
力

ら
い
や
感
謝
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
ま

す
。
先
日
は
、
古
い
布
で
お
手
玉
を

作
っ
た
ら
、
懐
か
し
そ
う
に
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ご
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
 

☎
57
‐
１
３
３
０　

小こ

柳や
な
ぎ

板橋小学校で行われた手話教室の様子

の
が
、
私
達
の
願
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
サ
ー
ク
ル
に
遊
び
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

    

☎
25
‐
２
１
０
１

問

問

衣類などを繕いながら、入所者と
コミュニケーションをとっています

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

ハ　

ー　

ト　

フ　

ル　

伊　

奈

手
話
サ
ー
ク
ル
「
す
ず
ら
ん
」

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア




